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男
は

バ
ト

ン
を

渡
さ

れ
た

 

ア
フ

ロ
ヘ

ア
ー

と
サ

ン
グ

ラ
ス

 

腕
に

は
注

射
の

跡
が

あ
る

 

“
人

生
が

二
度

あ
れ

ば
”

と
彼

は
言

い
 

そ
し

て
、

バ
ト

ン
を

渡
す

だ
ろ

う
 

 男
は

バ
ト

ン
を

渡
さ

れ
た

 

行
く

年
、

来
る

年
、

ロ
ッ

ク
ン
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ー

ル
 

腕
に

は
注

射
の

跡
が

あ
る

 

“
シ

ェ
ケ

ナ
ベ

イ
ベ

ー
”

と
彼

は
言

い
 

そ
し

て
、

バ
ト

ン
を

渡
す

だ
ろ

う
 

 男
は

バ
ト

ン
を

渡
さ

れ
た

 

歌
と

芝
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と
ロ
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キ
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腕
に

は
注

射
の

跡
が

あ
る

 

“
と

ん
ぼ

よ
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処

へ
”

と
彼

は
言

い
 

そ
し

て
、

バ
ト

ン
を

渡
す

だ
ろ

う
 

 男
は

バ
ト

ン
を

渡
さ

れ
た

 

Ｔ
シ

ャ
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、
ジ
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、
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リ
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性
 

腕
に

は
注

射
の

跡
が

あ
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“
こ
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支

配
か

ら
の

卒
業
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と

彼
は

逝
き

 

そ
し

て
、

バ
ト

ン
を
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だ
ろ
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ト

ン
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渡
さ

れ
た
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、
作

曲
、

同
性

愛
 

腕
に

は
注

射
の
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が

あ
る

 

“
ど

ん
な

と
き

も
。

”
と

鍵
盤

た
た

き
 

そ
し

て
、

バ
ト

ン
を

渡
す

だ
ろ

う
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ト

ン
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さ

れ
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兄
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、
マ

カ
ロ

ニ
、
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ル

ー
プ
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サ

ウ
ン
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“
合
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ょ
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し
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ト

ン
を
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き
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と

彼
は

言
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そ
し

て
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ト

ン
を

渡
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だ
ろ
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ボ
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シ

チ
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ゃ
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っ
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し
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彼
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そ
し

て
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バ
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渡
す

だ
ろ
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腕
に

は
注

射
の

跡
が

あ
る

 

“
マ

ン
モ

ス
う

れ
ぴ

ー
”

と
彼

女
は

言
い

 

そ
し
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